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生
活
保
護
ご
坂
壊
；一

!･

　
　
「
□
開
け
て
見
せ
て
み
い
」
－
。
が
、
生
活
保
護
へ
の
偏
見
を
持
っ

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
投
げ
ら
れ
　
た
ま
ま
業
務
に
当
た
っ
て
し
ま
う

た
言
葉
に
大
阪
市
大
正
区
の
女
性
　
か
ら
だ
」
と
、
市
の
体
制
の
不
備

（
5
9
）
の
体
は
こ
わ
ば
り
ま
し
た
。
　
を
指
摘
し
ま
す
。

　
歯
医
者
に
行
く
た
め
に
福
祉
事
　
　
市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
な
か

務
所
の
窓
口
で
、
保
険
証
の
代
わ
　
で
、
法
律
が
定
め
る
社
会
福
祉
主

り
と
な
る
医
療
券
を
も
ら
お
う
と
　
事
資
格
を
持
つ
職
員
は
、
資
料
が

し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
生
活
保
　
公
表
さ
れ
た
う
ち
最
も
低
い
住
古

屋
受
給
者
は
ウ
ソ
つ
き
だ
と
言
わ
　
区
で
2
8
・
９
価
（
0
9
年
）
、
最
高
は

ん
ば
か
り
の
応
対
で
し
た
。
女
性
　
淀
川
区
の
6
1
・
４
％
（
1
2
年
）
で

は
「
周
り
の
人
の
目
が
気
に
な
っ
　
す
。
全
国
平
均
の
7
4
・
２
価
「
0
9

て
涙
が
出
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
年
）
と
は
落
差
が
あ
り
ま
す
。

　
女
性
の
訴
え
を
受
け
た
区
は
　
　
経
験
３
年
以
下
の
割
合
は
、
最

　
「
福
祉
事
務
所
と
し
て
反
省
し
て
　
も
高
い
東
成
区
で
8
3
・
３
％
（
0
9

い
る
）
と
非
を
認
め
、
発
言
し
た
　
年
）
に
上
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
女
性
に
謝
罪
　
　
松
崎
さ
ん
は
、
制
度
が
頻
繁
に

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
、
時
々
の
社
会
状
況
に
よ

　
　
　
　
　
□
、
　
　
　
土
　
　
ヽ
　
　
　
　
　
っ
て
受
給
者
が
抱
え
る
問
題
も
変

　
　
　
　
　
矢
識
経
験
不
足
　
化
す
る
た
め
弱
年
や
゜
で
も
分

　
な
ぜ
、
福
祉
に
携
わ
る
職
員
か
　
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
い
い

ら
こ
う
し
た
暴
言
が
飛
び
出
す
の
　
ま
す
。

か
。
3
1
年
問
、
同
市
の
ケ
ー
ス
ワ
　
　
人
員
不
足
も
深
刻
で
す
。
２
０

１
力
１
を
務
め
た
松
崎
喜
良
・
神
　
１
３
年
度
、
大
阪
市
は
厚
労
省
に

戸
女
子
大
学
教
授
は
「
資
格
も
な
　
４
８
１
人
も
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

く
、
知
識
も
経
験
も
乏
し
い
職
員
　
不
足
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
法
律

不備
ｌ
”

ｔ
Ⅲ
・言の裏に体

が
定
め
る
担
当
世
帯
数
は
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
ー
人
に
つ
き
8
0
世
帯

が
標
準
数
で
す
。
市
は
一
般
世
帯

担
当
に
Ｉ
対
7
0
、
高
齢
世
帯
担
当

に
１
対
３
８
０
の
独
自
基
準
を
設

け
て
い
ま
す
。

　
ピ
ー
ク
時
に
は
３
０
０
～
４
０

０
世
帯
を
受
け
持
っ
た
と
い
う
松

崎
さ
ん
は
「
担
当
が
３
０
０
世
帯

を
超
え
る
と
、
受
給
者
の
名
前
も

顔
も
分
か
ら
な
い
」
と
独
自
基
準

の
異
常
さ
を
告
発
し
ま
す
。

　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
は
、
受
給

世
帯
を
家
庭
訪
問
し
て
生
活
実
態

大
阪
市
生
活
保
護
行
政
問
題
全

国
調
査
団
の
一
員
と
し
て
会
見

す
る
松
崎
教
授
（
左
）
と
、
井
上

英
夫
団
長
（
中
央
）
、
普
門
大
輔

事
務
局
長
＝
1
5
月
、
大
阪
市
役
所

を
把
握
し
、
そ
の
世
帯
に
合
っ
た

指
導
援
助
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
　
「
実
際
は
事
務
処
理
に
追
わ

れ
、
十
分
な
家
庭
訪
問
が
で
き
な

い
」
と
話
す
の
は
、
大
阪
市
役
所
労

組
の
中
山
直
和
さ
ん
（
6
0
）
。
1
3
年

３
月
ま
で
浪
速
区
の
福
祉
事
務
所

に
勤
め
、
多
い
と
き
は
一
般
世
帯

１
５
０
世
帯
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
「
不
正
」
を
生
む

　
中
山
さ
ん
は
、
十
分
な
家
庭
訪

問
を
で
き
な
い
状
況
が
「
不
正
受

給
」
を
生
む
背
景
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
と
指
摘
し
ま
す
。
「
長
期

間
、
家
庭
訪
問
が
で
き
ず
、
受
給

者
の
生
活
の
変
化
を
把
握
で
き
な

い
た
め
に
、
就
職
し
た
場
合
の
収

入
申
告
や
控
除
制
度
の
説
明
が
十

分
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
り
適
切
な

指
導
援
助
を
す
る
に
は
、
よ
く
面

談
し
て
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が

必
要
だ
」

　
市
の
独
自
基
準
に
対
し
て
、
現

場
か
ら
も
是
正
を
求
め
る
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
淀
川
区
は
Ｈ
年

度
の
厚
労
省
監
査
を
踏
ま
え
、
市

に
「
配
置
基
準
を
早
急
に
厚
労
省

基
準
に
戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
要
望
し
て
い
ま
す
。
（
つ
づ
く
）
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